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危険物輸送に係る事故防止及びヨンプライアンスの徹底について 輩11

拝啓 時 下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当協会及び当部会の事業運営等に関しまして格別なるご協力を賜 り、厚
く御礼申し上げます。
さて、貴協会及び貴部会におかれましては、石油類や液化ガス等危険物輸送に関
し、事故防止及びヨンプライアンスの徹底について日々取 り組みをされていること
と存 じます。
しかしながら、昨年 8月 に首都高速 5号 線で発生 した横転火災事故のように、タ
ンクロー リー等危険物運搬車両が関係する事故がひとたび発生すると重大事故 とな
ることが多く、社会的にも大きな影響を与えることとな ります。
このような事故を防ぐため、全 日本 トランク協会 タ ンク トラック ・高圧ガス部
会において、去る5月 22日 (金)に 第 4回 タンク トランク ・高圧ガス部会 (平成
21年 度総会)を 開催 し、事故防止やコンプライアンスの徹底について協議を行い
ました。
本協議の結果、下記の取 り組み事項について、危険物輸送を行つている会員事業
者並びにタンク トラック ・高圧ガス部会員各社の運行管理者や運転者等従業員に改
めて指導を図ることとなりま したので、傘下会員事業者及び部会員への周知徹底方
よろしくお願い致 します。

敬具

記

(具体的取り組み項 目〉
■ 運 転者に対 し制限速度を厳守させるとともに、危険箇所の把握に努め、乗務
前の点呼において、危険箇所を走行する際の安全速度の徹底等安全運転に係
る指示を確実に行 う。

2 タ ンクロー リーは積荷が液体のため、急なハン ドル操作の時に重心が移動 し
車両のバランスが失われやすい等タンクロー リー特有の車両特性を指導 し、
交通事故防止に努める。特に、 ト レーラの場合は、 ト ラクタ側に トレーラの
挙動が伝わりにくい等連絡車両特有の特性についても指導する。

3「 危険物荷卸 し時相互立ち会い推進全国
一斉キャンペーン」を通 じ、混油やオ

ーバーフロー等事故の防止につながる荷卸 し時における相互立ち会いの重要
性を周知徹底する。

4 飲 酒運転の根絶を目指 し、適切に乗務前点呼を実行する。

5 改 善基準告示及び関係法令の遵守については、荷主の理解 と協力をいただき
ながら相互の連携を深め、適切な連行管理を実施 し、過労運転による事故防
止に努める。
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